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充実を図るべき障害者福祉サービス基盤について【項目の整理】 

 

（１）相談支援体制の充実 

・基幹相談支援センターと指定相談支援事業所の連携強化と、相談支援専門員のスキルアップ 

  …※精神病院からの地域移行支援の強化 

・大人の発達障害者の相談・居場所機能の充実（地域活動支援センター） 

・難病者向けの相談機能の充実。 

※どこにも繋がっていない方へのアウトリーチ。 

     

（２）地域生活支援の充実 

 ・入所施設の整備 

   …※入所施設未設置自治体であること（市外施設しか選択肢のない方） 

    ※利用者の状況に応じて、入所施設、ＧＨ、1 人暮らしといった様々な選択肢ができる

ことで、個々の状況やライフステージに応じた地域生活の可能性が広がる 

 ・くぬぎ園跡地へのグループホーム（医療ケア対応）の整備 

   …※都有地への入所施設の建設は認められていない旨の記載 

※ヘルパーの医療行為に関する研修等の検討 

 ・重度の知的障害者向けの及び精神障害者向けグループホーム整備促進 

 ※重症心身障害者等の重複障害者への支援の記述 

   （個々に応じて、入所やくぬぎ園跡地、在宅等様々な支援が想定されるため、全体の中で

適宜記述を入れていく） 

 

（３）社会参加の充実 

 ・文化、スポーツ等の余暇活動の普及啓発 

 ・重度障害者向け生活介護施設の整備促進 

 

（４）障害のある子どもへの支援の充実 

 ・ハビットの体制強化と連携事業の充実 

 ・肢体不自由児等が利用できる放課後等デイサービス等の整備促進 

 

 

 

 

※印、第 1回有識者会議での意見 

 


